
「
く
り
は
ら
物
語
」 

 

地
産
地
消

『
迫
野
御
膳
』 

 

栗
原
の
大
地
は
奥
羽
山
脈
の
栗
駒
山
を
中
心
と
し
、
扇
状
に
広
が

り
、
そ
れ
を
源
流
と
し
た
一
迫
川
・
二
迫
川
・
三
迫
川
が
運
ん
だ
堆
積

物
で
豊
か
な
土
壌
を
形
成
し
迫
川
と
な
り
北
上
川
に
合
流
い
た
し
ま

す
。 一

迫
川
は
花
山
か
ら
若
柳
に
流
れ
迫
川
と
な
り
ま
す
。
花
山
地
域
は

山
の
恵
み
の
宝
庫
、
岩
魚
の
養
殖
や
清
水
を
用
い
た
御
番
所
豆
腐
の
産

地
で
す
。 

上
・
中
流
部
に
位
置
す
る
一
迫
地
区
か
ら
は
山
が
開
け
水
田
地
帯
が

広
が
り
、
下
流
域
に
用
水
を
供
給
す
る
『
伊
豆
野
堰
』
の
取
水
口
が
あ

り
「
伊
達
藩
献
上
米
」
の
里
と
し
て
古
く
か
ら
良
質
な
米
を
育
ん
で
き

た
地
で
あ
り
畑
作
も
盛
ん
な
土
地
柄
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

中
・
下
流
部
に
あ
た
る
築
館
・
若
柳
地
区
は
一
迫
川
を
含
む
河
川
の

堆
積
物
に
よ
り
肥
沃
な
土
壌
が
広
が
り
、
稲
作
・
畑
作
が
盛
ん
で
近

年
、
伊
豆
沼
周
辺
の
耕
地
を
生
か
し
た
蓮
根
栽
培
が
活
気
を
呼
ん
で
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
肥
沃
で
豊
穣
な
地
・
迫
川
流
域
の
産
物
で
栗
駒

山
麓
の
め
ぐ
み
『
迫
野
御
膳
』
を
献
立
い
た
し
ま
し
た
。 

 

く
り
は
ら
の
大
地

ジ

オ

の
恵
み 

栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク 

栗
原
市
一
迫 

 

会
席
料
理

丸
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